
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童生徒の育成に取組むための実施計画を作成しまし

たので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和２年５月２５日 

学校名  福井市森田小学校   

校長氏名   谷口 政則    

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

 ①森田地区の環境について学習します。 

 ②学校で節電・節水の減量に努めます。 

２ 取組内容 

①環境学習 

  ・九頭竜川や芳野川などの身近な環境について調べ、環境をよりよくする取組について 

考え、実行します。また、地域の環境のよさについて、他学年や地域の方に発信しま 

す。給食の廃油を使ったエコキャンドル作りをします。（５年生） 

  ・昨年度に引き続き、九頭竜川に多く生息しているサクラマスの卵をふ化させ、育てま

す。（４年生） 

 ②節電・節水の減量の取組 

  ・環境委員会が休み時間に、電気が消えているか、水道の水が出しっぱなしになってい

ないか等の点検を行う予定です。また、節電・節水を呼びかける発表やポスター作り

等を行い、全校児童が節電・節水の意義を理解し、取り組めるようにします。 

  ・栽培委員会が中心となってゴーヤを育て、校舎の窓に緑のカーテンを作り、節電に努 

めます。また、学校で育てた花を教室に飾り、植物に親しめる環境作りをします。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

①の環境学習で調べたことや考えたことを、他学年や地域の方に発表する機会を設けるこ

とで、周囲の環境や他の生物との関わり合いについて理解を深める。また、森田地区の環

境を守り、大切にしようとする態度を育てる。 

（相互性・多様性・コミュニケーション） 



様式第２号                                                  （提出日）令和３年２月９日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

森田小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

 ①森田地区の環境について学習します。 

 ②学校で節電・節水の減量に努めます。 

２ 取組内容 

① 環境教育 

「守りたい森田の宝～環境のよさを見つけよう」（５年）  

・外部講師の話をオンラインで聞き、九頭竜川に住む 

生き物について学びました。 

・内水面総合センターと九頭竜川流域防災センターに 

見学に行き、九頭竜川について学びました。  

・地域の自然環境について調べ学習を行い、新聞にま 

とめました。 

② 節電・節水の取組 

「環境委員会での節電・節水の取組」 

・各学級で節電・節水のチェックを行いました。「大休み・昼休みに電気を消していたか」「石

けんをつける前に蛇口をしめていたか」の２項目に取り組みました。児童同士で声をかけ

合う姿も見られ、みんなで節電・節水に取り組んでいこうという意識が高まっていました。

２週間に渡ってすべてのチェック項目が◎だったパーフェクト賞の学級も見られ、その素

晴らしい結果を放送で発表しました。 

「栽培委員会が行った緑のカーテンの取組」 

・本年度、栽培委員会が中心となって水やりを行い、ゴーヤの緑のカーテンを作りました。

昨年度よりも大きく成長し、教室に日かげを作ることができました。 

・緑のカーテンにたくさんのゴーヤの実がなりました。これ

らを有効に活用し、緑のカーテンの取組を多くの児童に知

ってもらうため、給食でそのゴーヤを使用した麻婆豆腐を

作りました。ゴーヤに関心を示しながら、おいしそうに食

べる様子が見られました。 

・緑のカーテン作りの経験を踏まえ、その育て方や取組の効

果について新聞にまとめ、掲示しました。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①について、九頭竜側などの身近な自然環境を学ぶことで、環境のよさが地域の宝であるこ

とに気付き、周囲の環境や他の生物との関わり合いについて理解を深めていました。 

（相互性・多様性） 
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 【具体的効果】 

① 九頭竜川などの身近な自然環境について学ぶことができました。そして、環境のよ

さが地域の宝であることに気付き、自分たちの住む地域の環境をよくしようという

意識が高まりました。 

② 今年度から育てる植物をゴーヤに変えたことにより、昨年度よりも立派な緑のカー

テンができました。できた実を給食で食べるなど、有効に活用することもでき、次

年度につながるよい取組となりました。 

【改善点】 

・地域の環境について学んだことや考えたことを新聞にまとめましたが、他学年や地

域の人に発表することができませんでした。地域の人に、地域の宝について発信で

きる場を設けられるとよかったと思います。 

・緑のカーテンの取組を２階や３階、他の校舎まで広げていきたいと思います。 


